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オ オ ムギ うどん こ病菌 に お け る
有性 生殖 初 期 段 階 の観 察
都 田 英 雄
先にn輔らo)は,rj本各地から採狼したオオムギうどんこ病菌 (Eryswhegraminisf,
sp･hordei)のうち,それぞれ病原性の火なる15の歯株を純粋培超し,これらを粕Lfに
組合わせて交配実験を行った,その結架,これらの酬 米は2つの交配型に群BJjされ,子の
う殻の形lJ即まjtいに榊対する交配型が机合わさったときにだけ認められたことから,木南
は hererolhalicであることが明らかになった.またこれら2つの交配型に馳する遺伝子
は1つであり,交配型退伝了と病原性泊転子間には連鎖が認められないことが明らかにな
った.高松ら9･10)は各種 うどんこ柄閣Tのう殻の表面fIVi道および｣′-のう破形成過程を走尭
'rEf傭 徴鏡で,BjorHngl)お1び Gordona) も敏感のうどんこ病菌の子のう殻形成遇粒を
光学願徴鋭て脱票している.しかし,これまでにうとんこ病歯のTのう殻形成迎掛 こつい
て,交忙 型の明らかな蔚抹を用い,一足の条件下で交WL.を行い鰍 畔的に観察したものは少
ない.
本鞘:I;ほオオム乍うとんこ柄僻の有性ノtli古跡 ニ).I,:づき,交配型を決定し.rJl旨株を用いて
菌糸体の/i育型 ,閥糸休の勅行,配偶j'-のうの初)y7形成過凝,剛毛状菌糸の形成および了･
のF)戯壁の形成など有性生瓶Jj初期段階について光学姫徴鏡および走性花 T一踊徴鏡で観察
した結果の1部をとりまとめたものである.
本研'jt=ili,行うにあたり純 御々教′Jくいただいたn綿迎折岡山大学名幣激搾.恒温鯨および光翻瓦に御
撒示とtlJさ止を賜わった当研究所木与･仰偶数推服ひにIJ巨査問T･朗徽耗03位卿二際し御便宜を賜わった瀬
久順末光わ〕[_びにil･†田和鮮1J)粍掛こ.A臆 か点する
観察材料および方法
宿主の育成 直径3cm,高さ5cm のブリキ製の植木鉢に,オオムギ品範,児麦 148
号の種7せ3粧ずつ播種した.他のうどんこ病菌からの汚染を防ぐために栴木鉢を木符内
に入れ,2両 (22×34cm)にガラス,旭の2両と上部にJjいサラシを張った隔離育&'枠
(22×21×34cm)をか.ぶ･LJ-,15-25oC の温室内で 10-14日間,第2兼が現われる頃まで
育TEA'Ll=.
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木研･Jjohの1部は,文部'rlf-:搾研究Fiy補助金,課題番胃466022によって行われた.また本報告の内容
の一部は.昭和53年4月4R,耶和55年10)13日],日他病学会,昭和55年 5月24Lll-1木簡学会で発
'hLた
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オオムギうどんこ病菌 オオム=ドうどんこ病菌 (ErysiPhegraminisf.sp.hordei)は
菌株 H.h2.h9および Hl-(H.とh2,h9と H.,Hlとh｡および h2 とH.ほそれぞれ圧し､
に相対する交配型の菌株である)を用いた.それぞれの薄味は試験管内で育情したオオム
ギ晶磯,,rJl{要148号に接触してLf:1殖させたものを供試L-/i.
菌の交配 オオムギurlL.価,黒rE1148号の第1薬の任意な1-2(抑In二マジックペンでEl
印を付け,そo)印a_)近くに H.あるいは h2の分/t胞子を小筆の先で撞く少丑一次接種し,
それをfEj:ちに20oC±loC,相対湿度 (RH)63-70%の恒混然内 (40×50×60cm)に保っ
た.なお,1用詔詩の内部,ほ,日然昼日比弘光灯 (Nationalrealuxlamp,FL20EDL50)
を 6/国史用した.白色光の全エネルギーは約 10,000erg/cm2/sec.で人工 l神明した.H.
あるいは h2を一次接価後,それぞれIW'iEの時間が経過した′l-.長幽そう上に,h2あるいは
Hlの分生fruTを小節の'Jtでふりかけ (二次接種)た後∴I-弓jび恒温器内に保った,また h9
とHl言荷株についても,H,とh之の交配実験と同様o_7jIはて行い,佃株の追いによる冷汗;･
管形成の差異について調査した.
光学顕微鏡観察 (山下光野観察と嶋-)h) 光町税鯨 よ,二次接尾後 12,24,36,48,72,
84および96時間臼の試料について行った.オオムギ鼎の接種部位を長さ約 5nlmにレ)り
取り,TF=(_ちに岡定紋 (70%7ノしコール,フォルマリン,水酢他の等愚混lT液)にij.lL-1し,
7日間以上,固定および脱色を行った後.常法に従い,1NHClで20oC,5分間,ついて
60oC,10分間加水分解した.2-3回水洗した試料を4%鉄みょうばん水で30分r7'rj媒染し
た後,流水で洗浄し,酢恨カーミン軒 〔10分間以 ヒ桟敷色を行った. また, 過数試料は
45%酢怖液で淡色粗壁を.凋節Lた.淡色した試細工20%グリセリンで封埋し検鈍した,
本-jj一法によって独色さ′hたものJl細胞軒tや)ろことを確認 ㌻るため, 1甜lr)試料について
はホイルゲンの核狼色を行った.
走査電子顕微鏡徴察(H l/ノ封戸'fk朗観察と略す) ノEIr:LE節用試料台 (アルミニウム触,
直ilf:10mm,高さ10mm)の-/Jの面にIU附 し/tllj-r郁 1着テープ上に約 5mmに切り取
った無処理の斐片針E.FJ茄させ,走査J.E頗 (JSM-50A 型,[本trGT一株式会社恕)て観察し
た.親類 二はLl't料l/i/てきるだけ生休時叫 J:頓で微税o;Ir.および写班撮影を行うため,Day追
倍以 Fで 10分以内に税′封う.T'び写i-LIjJLi彬,irJ'jLl了Lた.
観察結果および考察
1. 発芽管同士あるいは菌糸同士間の融合
オオ.ムf'うどんこ病t針crは,二次接種後,異常発芽管とIr耶't" 異常発芽管同上あるいは
菌糸同上問において融rTが.･1-gることが鰍告されている8'. また, オ十ムヰ うどんこ柄値
race9の苗そうとに racelの分/F胞 l′を二次接徹した場(T,接種後20時間で菌糸と発芽
管との融介が起り,触合Lた卿他聞だけで核の移行が認められたことが判i/,J†きれてい7J ).
本実験では,一次接櫛後48時間締適した H,の菌そ.)上に h2の分生胞 (をふりかけて
から12,24,36および48悔剛後に柵 ■ti珠間における;地合状況tdJ御璽した,その結果,12
時間後,すでにHLの1桐 {`に隣托した hぇの碓井管/Jt仲良しHl紡糸とは触あるいは融合し
ているJ:うであった (PlateI-2).24時間後にくr" 二O-)ようなは蝕の場面がさらに多く認
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められた.48時間後には,仲良した菌糸同 卜の接触も観察された (Pla亡eト3).また発芽
管同十の接触も観察さ′さした (Pla亡eト1). このようにそれぞ右の㌍管の接触は,雌株の交
配Jiiには朗繰なく起り,ltf,一杓株のnr,]でも観察された.接触I師こおいては,nJ1らかな敵ナナ
管は認めr-)れなかった.描触Lているr■I'))}-o･糾胞核は,それぞれfr1-核であり,抜C)TS日は
.認められなかった.
2. 配偶子のうの初期形成過程
(1) 単一菌株 H.,h2,hソおよびH1.のそれぞJlt昭一1-tl･株の摘経では,倶試されたい
ず′lLljつ杓件においても配偶 J-a)うおよび剛毛状の佃糸のJ軌に(後述)なども性/l潮も一閃椋
のある梯桝は全 く認められなかった.
(2)同じ交配型菌株の組合わせ H.あJTいiエh2を一次接柾してから48時制後の曲
そう上に同じ,交配IPl.!tT)脚珠HHあるいは h.)の分J日払｣'.をそ′t,ぞわーふりかけ,24,48,72
および96時間後に配偶 i'･Cr)うO-)JF紬にについて観察した.その結果,配偶 r-U)['kJt上び剛
毛状の繭糸のjr?戊など有性′ヒ柄にl軸楯のある様イ川ま全 く認めら,れなかった.
(3) 互いに相対する交配型菌株の組合わせ -1次i&柾後48時御経過 Lた H.I'T7そう
上に7lていに相対する交配珊曲株 h2の分空胞J'をふりかけた後,12,24,36,48,60.72.
84および96吋J71r3日に柾偶丁のうの初IglJ執心超程について観察した.そのk.I果,36時肌経
過後までは冊偶千のうの形成は認めら,恒lEか-1た711,48時間後には,2/本のlhl糸が平行L
て接近あるいは交叉した位腔に小突起状の細胞が 2つ並んで形成されているのが観';V;弓され
た.これら2つJD小突起状の細胞は,次第に生長し,榔肌配偶 T･の>)(造のうXi･,追捕器
に光速するもの)に発達した.これらの観ま絹(.L頂 から,百出掲了のうの初動 r3Jj丈Q)Mj始時間
について,さらに詳鮒/rE調在を行うため,Jk'配掛 野株 h2の分JLJrigTをふりかけ (二次採
掘)た後,36圃LfJから48時間｢】まで,3順調おきに5回調査した.その結果.39時間後
に二次接麓した h之のltl'糸か一次は概 H.の僻糸と並行に接近あるいは交叉した札冊に,
pla[eII-1に示すように,小突起状の紺胞が形収された.この小実起状の細胞は/上長して
隔膜を形成し,hこの純系刺胞から区別された.この卿胞は,48-60時間後抑 こなると,1
回の紳胞分封を行って 2つの細胞になった.千(:(_の組胞は納細胞,上位の紺抱か雌配偶子
のうである.次に,二次接種した h2両和 これJyJ形成が認められてから3-6庫間後,先に
形成された h2の小突起状の副職に極めてiE近した位h'7}iの一次接種 H lの楢糸上に小突起
状の細胞が並んで形成された (PlateIト2.3,4).その中突起状の抑伯も生長し.附 則こ
よって H,u)l一句糸紺地とFJI別され,一つの卿1胞になった.さらに生長して1ll仰 細胞分裂
によって2つの細胞になった.H.の蒔糸に近い下位の糾胞が柄鮒胞で,上t</Iの細胞が粧
配偶十のうである.酢剤鮮肘Lql'･0_,I)は帥配偶Jのうより始めから大きい(PlateIト5,6,
ⅠⅠⅠ-1,2,3).二次蛭稗後72-84時間 (雌配偶Tのう形成後24-36時間)節,成熟した排
凧偶千のうは.そのJ,E脱を柑服 (Al｣一のうの仙南あるいは上部面に接BL'･させその部(1'/.が融合
する (PlateI-4,5).融合後帥配偶 J′･のうか和衷の移行が起り,雌配帆J'-のう (核の移行
後は遇のう器)抑 二は2つの接が認められた (Plateト4,5).雌紺この核の大きさはほぼ同
じ位であった.また,二次接椀後48-6()時間 (雌配触了のう形成後10-20矧Jr-H)tjL 肺
配偶丁のうと接する雌配偶J'･のうの反対側両の方向-,雛配偶 (-のうの柄細胞の上矧 こも
う1つの細胞が形成された.この鮒胞 (後に J'･のう掛 7.T～㈲日掛こ発辻する)E･1" 後に抑醐Plt,
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千のうのように雌配偶 J'-のうの側b-に折って生良した (Plateト4,5,ⅠⅠト3).
上記の'R院では,H.を一次接縫i札 h2を二次接種閥としたが,菌株の撞亀順序と雌郁
配偶 I･のうの形成との剛鐘を明らかにするため:i,菌株の接柾順序をJ変えて実験した.
一次接範した h2の伸そ う上に H.の分生胞Tをふ りかけたのち,36時間口から48時間
後まで3時間.拓きに5LrL,雌雄配偶了のうの初期形成について調正した.その結果.L記
の場rTと同様に,39時間後に二次招qL:した HlのIr銅1上に先に小突起状の細胞が形成さ,Ilv
た.その後,3-6時開口に一次接健 h2の菌糸上に,尤 ′こ形成された小突起状の細胞に接
近した部位に同様の糾胞が形成された.このように,rtl櫛 には関係なく,常にふりかけた
菌糸上に先に小突起状の紺胞 (雌配偶 fのうに発迂するもの)が形成されたことから,雌
雄q)配偶丁のうはいずれO,)菌作でも形成されることが明らかに1.'fった.また h9と HHに
つ いてもTnl様の栗軌を行っ/こところ全くruJじ結果を得た.
(4) 二次接種時期と配偶子のう初期形成との関係 一次接威 した Hlの曲そ う上に
0,24,48,72および96時iHl後 12の分生胞 /･をふりかけ, その後24,48,72および96
時間nに雌排配偶7.のうc)形成を制空した.その結巣,配偶丁のうほ,一次接種してから
48および 72時間後:Iふりかけた区が最もIlく形成与圧 Oh-.上び96時間Tlにふりかけた
区では遅かった.
3. 菌糸体の生育型
Homma7)紘.タンポポウどんこ病菌(Sphaerothecafuliginea)は homolhallicであ
り,その造のう1.照および遺構柚 ま,そ一hぞ)t蓑の')絹糸および造rr摘 糸上(.二同時.二形成さ
れ, :./t精菌糸は)!Bのう菌糸より細い ことを報告している. そこで,E.i,0.raminisf.sp.
hordeiに,わいても,造LI)うrt.1糸および造紬1d糸がpli-･ll二L.菌糸の太さに差朕が認められ
るか｢.1かについて観察しfJ/I,本豚 二おt.､ては,Hommaカ1並べているよ･)lJ:;'rlのうt'lq糸
r古J:び造t'Jl_Jtl協和グ)JlJn･LはuJ帖 かてはなかっ-/こ しかし,本研究においては,E.graminlS
f.sp.hordelの杓糸休には 2つの!L音型が観察さjした.一つは 中一菌株を姥桜した場合
にみられる生育型で,吸乳 分牛T配転｣こび分′I二胞 Iを(形成し,抑制絹己偶 Iu)うを形成し
ない!tIF.1性 ′ヒ蹄 顎の1■t.l糸 (PlateIV-1,3)である.旭 u)一つは,7,し､に相対する交配型の苗
抹i:gT=T'ij.･●て養Lた場合に7･.ら′いるもので,LFTJ'L';1保Ul柑l糸力1胡瓜あるい(t融合することによ
って廟BIの温TT増兵鹸新た､こ形成さ′汁る菌糸で.早-1ユト株/aJlf■摘 した糊料こはみられない
Ltl糸て.そのFlLff.LL拙 く,分枝数/J;岬血す,yB.ヒともに斜行,蛇行しなかil)仲良し,また繭
糸0)先端が粕HIするものが軌璽さjLた (PlateIV-2). このようなT舶1には,吸器,分牛
j′一触bよび分生胞 Tが殆んど形成 され なかった (PlatelVr4).しかし,この伯糸に雌緋
醐 杓子のうお,kび剛七1Jtの綿糸 (後述)′川軌k;された.こ,)_)ことから,この間糸は,有性
't_姉裾野を形成する(ll/J_J日.7=JT!Lu-)Ltlq'糸である,今後この渦糸J:f仮に配偶j'-のう渦糸と呼ぶ
ことにする.
4. 子のう殻壁の初期形成
Homma7'によれば,SphaeroLhecaful乙gmeaの一次 fのう.,lR野を形成する細胞J.I."
造のう折の柄抑胞から分化し,ねじ,iLた曲糸鮒職から形成されるとIT･B鷺している.
筆者の観察では,雌R.偶丁-の')が 2核になっ7こLn,l･J71_仙偶1-のう形成に､1亡んで柄抑 伽こ
数個の新たな掛目ra/t発ノl:_し,こ!Lr-'杓 'fl一郎 )ミに1:F<t/J:かr'雌配偶子のうを州み,雌配偶
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:(-のうの上.:･T'liLr'こ′lLらの糾伯が接触して融合がhl･))Jt,こJLら鰍胞触(.用 /ゞ?:a)らにJノのう
顔噂こ発連するものである (116,7,111-4,5,6).
4. 剛毛状菌糸の形成過程
l浦 5)紘,E.graminisDC.の果なった交FILlJ世の何棟を交配すると,交配後7-lo旧 l
に'liうー 菌株を接種した助かこは認めF'れない自色赦照射.iそうが発達することを剛眼で観
察した.このILl色撤密な趨そうの形成には/i-t､に相対する交配型の幽糸が出rTう必葬があ
り,l■町lq糸の接触後,細胞質融和こよって′lじた将糸であると繊菖している. また岩音
ら1)は,光.b'胤.'F.i:'J)結黒,r'_l色名歌麿な偽そ･')は.刷 E･状LIj菌糸の集まりであ り,/I.し.に相
克十卜る交配gim杓件を交lTLILたもcr)にだけノLじ,交配後2-3uuに 配偶J'･のう.1二と･L,i二
認めちかろことを袖 11.した.
そこで,剛亡状偶糸の形成避&d'LtU)細裂を さ しこ1に詳抑 こ(J")ため,雌雄配偶で･U)うの初期
形成の観察と並行して行った.その拙某 二次抜髄後42時間折から未熟なL:I-l糸か認めEL･)れ
(Plate工Ⅴ-2),48時間lには明らかに剛毛状CJr対糸であることが確認された (PlateIV-
5).そU)初期形成〝)場所は配偶了･のうが形成さ/tしている近 くの苗糸であり,また拘糸から
ほは直角に気中菌糸の状態で伸長することが認めら九た (PlatelV15).この菌糸の形成
iLIは,配偶+のうの発i13にともない増加 Lた.成熟 した剛毛状の菌糸はin常 2細胞であ
る･Lかし3細胞あるいはまれに4鰍胸の菌糸もLちら)した.細胞の核数は 1個である･両
糸細胞の桝羊は約4.6-4.8FLm,長さは約250-380FLm であった (PlatelV-6).このIqu
毛状の菌糸は分枝せず, 吸･rm,分生丁陳,分′LJ悔Fおよび雌Ht･:配偶 fのう女形成しなかっ
I,:-こ.
摘 要
本研究は,オオムギうどんこ励 榊二おける有lJliJi的u)初朋段階につい ⊂光軸.ね.[び/EA
'FE顛kl川J､て観察したものである.
1) 単一薗株の接種あるいは同じ交配型菌株J)混/LTlir'(･i-'tでは,雌抑配偶十C/_)うd)形JqJ.,し
なく,有性J-ヒ椎の様｣Ⅲま認められなかった.
2) 雌鮮配偶子のうの研削形成時JGjは,-ILいに柳井する友円上盟撒株を交配サ7Jと,二次
接柾後39時間1に小突起状の抑泡(後に雌献体汀 のうに発退するもの)が形成さ′ftた.そ
して3-6時間後,もう一つの細胞 (後に批配収J'Ltr)うに軌itするもの)が,先に形成した
細伽こ接近して形成された.
3) 二次接種後約72-84仲間l札 ilLl.配偶1･V_)うの先nTLdが雌侃偶子のうの仙血あか ､ほ
1･.都血と融分Lた.融丹後kl':配偶子のうの核が雌配偶了-のうの中へ移行した.
4) 雌姉配偶子のうの初1卿rf成順位IT_.77;いに相対する交配型梢株の接種岨J-ir･,i,生えて
観察した緋架,苗株には関係なく,常に二次鹿威した楢糸上に先に雌配偶子C)うが形成さ
れた.
5)E.graminisI.sp.hordei.のr'Iq糸には L'つの生育型h-:観察さノtした.一つは埴一遇
棟を按越した場合にみられるもので, 吸笥l･三.分′七.r硬および分生胞1-を形成し,雌緋配偶
子のうを形成しない鮒Jt/E三活環の蘭糸である.他の一つは,互いに和対する交耐)軌対株G')
混合培養後に発生する曲糸である.そ′fLらの幽糸の交叉する部位にそれぞれ小突起状の紬
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臓が,1(,.んで形戊さJLた, こ.～Lr)u)糾胞(.rJ_L良しt:I撮眼によってそ)lそ]L2つU)細胞r-/よ
る.下位の釧胞が-/rT柄糾胞で, L珊LJj抑胸が-ノJは雌配偶 f･のう,他方は抑配偶羊のうC+
ある.その柄細胞に接近した絹糸上に剛七･状の菌糸が形成された.これが有性IE.活1;!o)繭
糸であるっ今後この蹄糸を仮に配仙j二のう苗糸と呼ぶことにする.
6) 前記のl･JEA配偶十のう形成に止んで柄捌胞に数個 の新たな紺地が発'LL,二ュtbがL-tlL
糸状にiF.長LrLがら雌配偶子のうな凹み,雌配偶子J)うの L郡でこれらの細胞かは触して
融合が行われ.こ′～tら糾胞融(T(栂 t;a)もに子のう遣矧 こ発逐するものである.
7) 剛毛:Iltl杓,t'(uT初期形成は,配偶Jの･')UMノ))即r771即キ)V]と的んど同Ll･r/〔√i,-'つた,形
成敬は雌ill.附 IlJ)了･のうの発L.iにと1,1にい増加Lた.
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Observationson initialstag･eofsexualreproduction in
the barley powdery ntildew fungi(ErgSiplze
graminisDC.f.sp.hot.deiEm.MarchaJ)
HldcoHl1.I.～
SummAry
Tl‖･inltlal,ieu-】叩Hle日日11sl,lipO｢WuL:lll'cPr()(山CliolinLry別1)/)'･A,T,′HHlIH.7LSP･
/LOTdeL ＼`1Sr･171日11nぐ(1usIlに1廟ILL川(lべl::1日nITl只1.1erLronl11日'nSrOPCS･
W】lEIElLIJL'hy】)lm hlSL,rJ u′仙 川 Lht､ hrl川t.Sh-.Lll ＼VILhaSLt':1iH hn＼･Hlqrthe s.1m ビ
11m11gtVr7〔､,nCiLhcrHI…:llcL Flld lm ILl g;‖HビIanglし川l＼t/LlrC forllCd. A pT-oJCLIJOn-CelL
(onginalfellale gunletZlngltlnl) Ⅵ･.LSrOI.川Pdonthe re川OCITlaLed h=)hafLISP(Ibet"し､Pn
thedlrfelLen[sexu三日 srrainsol-dlfl`pl~Cllnl,ltm措Lyr)pstralLIS39hoursallerrelnOCul'1･
し10n,andLhcLJ13lo6hoLlrSI(lleL-,<lSimihHIproJeCllOl-cel ､､′us formed C)n The hypha
wllChcloselyappl~OaLhe(l[hehyphar)rilTury川OCuh ted,TheLipCelloftle nlalL'gn一
melanglum fused lVILh I-enlaLeが=1CはngiL川1()ftilぐ tOPOrSide72to84hoursaFLer
reln｡CLllalion.AfterthefLlSlOl,lnLLClelinHIC mこ11C FrlmPt;･1nglullWas tl-RtlShtedln
theceltof川efemEllegallet;川.L,riL川11
TheresLllLsofcrosslnOCulnt10rlI)(､rlV｢t,fldim .I.LJJlr nlElt川g type L･lr'llJISShov､･ed
ClearlythatalterlnOCUlat10ntheEemalcgRmL'tRngiM1-1､~aSi-1WaysfornlL'd on the sFL-
COndaryinoculaLedhyph;1befolて･the｡laleg･'LnlCtanglL川l･
Themycelium of/.:rJVStPhegr,L71L… r･sp･hordelhad twogrowth r)rpELS,01e Was
Lhlfoftheh_1,PhaoEtle aSCXLlalcycle r】-onlaSingle strain,and lhL!OtlerWF)Sthe
hy7)haofthesexLIalcさ,C!PfusedI)erwpel1dlrP｢eltnlatingtypestralnS,lhcILIHerhypha
wasLc】汗atlVClIrdcsIFnltedilSりgrL111eLan即'lilyljhn".
Thenew Celldt･velopedontleSLこ11kcellofm(lieF'1川Ctnnqlutllgrでtt･∩ndenclosed
th'､FemaleLiPnleLa叩it‖1.Thear)icalceHsfusedatTheupperpar亡oftheFemalegl1-
11etangiLtm,<lndbe(･arnePPritleCl;lw;lHceHs･
rnilzalselalJkehyphaewerefom1ELda亡.1日nosHhe sL1111e limeasLlelcITlaleand
nlaJegarnelangl'1･
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ExplaMtiorLOfplates
Lef,ぐnd,AN- C1ntherldlum;AS=ascogoniL川1;CF-cellluslOn;N-nuc一eus
FG-renlJIcgarnet<ltl･J)unlI.MG- 11nlpgnfnetanglL川l,Sti-srla-11くehypha
PW-1nll)Ellper】therlLllWTLILceH,PC-Pl~Oject10n-LikeceLI
PlateL
I.FuslOnbch＼(:LtnRt､rm tulrP∴
2.FlSIOnbPlWeen･,こく,rlltube(lldhyl)hit.
3.FusIUnbeいvrenhyphこ1.
4,5.Ferna】eandmaLe 即 metrl叩Ium ruSTOn.TWoluCleuslntheasc()gol川川L
6,7.Tnithlpenthecial､valLcell.
Barrel)resentsL-4,6.7-10/Jru.5-20/Jm.
PlateIl.
ScannlngeJectl'OnnllCrOgraPlSOrI)rC)｣CCL10n-1lkecellsaldtherL､mTtlealdllalC
gametalgLul1･
1-4.Tnltlalp1-oJeCtion-1lkcreHs､＼fhLCl=V(lsformed oilCOnlacLor(rosslnfI
sexLtalhyplEl,TLme LllLterrem0Culat10n: 1二′13 10ul~S.2,:う=-15houI.S,
4=48hours.
5.6.Developmentprocessorlemalp .ln(LglnlehnglUm foL1)rOJCCtiol卜llke
cells,TlnleaflL汀 1-(,inocLLIcltion:5=4R hours.6-60 houl-S.
Barreprest?ntsI-6-5J上m,
PlatelH.
Scanmnge)ecLronlTILC1-0graPhsorfcllaJetndnlillrt'-,IlnlC･t;L=glullandI)eLl山IeCIJII
wallc〔､lls.
1-3.Var]ousHl0､VLhprocessolfelm le(lndmill(､.L;a11etmlglull. Timeafter
relnOCulatlOn:1.2-60hours,3-72lOurS.
4 5.Ascogonlum,Inltl(llstageofperitheCiLllw(,1日ceLLs.
6.Inllialpeュ-lthecialwallcels96hoLIrafLel-relnOrulLl1101
BaTrepresents1-6-5ILm .
PJatelV.
LlghLnlic1-ogr叩hs(i-4,6)乙川(IscとInn川托しさ1ビCLLOl川lCt.ORrl一二日)h(5)orthe‖lyCCliu‖l
foraslngles〔Tと11nandgamPhngiull恒･plと1.
1,3.GrowthtlyCelium forasir哨Iesrrall.
2･MycellLIm 48houl･SalterrelnOCulate(LconLdlaOrdLFfereltIlutl叩 Lype
sLrail.
4,Ganlet<lnglum hypha9610Lll~sarhlrrelnOCulat]on.
5.InitlaLse〔a-1lkehypha43hoursal-†et-1･elnOCuIatlOn.
6.Seta-1lkehypha96】10LIrSafterrelnOCulatlOl,
Barr'epresentsI-4-25jim,5-10IWl,6-50/↓m.
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